
（ただし、ＷＩＦＩ環境が必要です。） 

 

 

 

 

 

本日、学校に子どもたちの元気な声がもどり、2学期がスタートできたことをうれしく思います。 

  以下に、始業式の児童代表のことばを紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜９月の行事予定＞ 

２日（水）身体測定５・６年、３・４年 

３日（木）身体測定１・２年  

７日（月）委員会活動 ５・６年水泳学習開始予定日 

 

＜「川原公園前バス停」横の横断歩道への押しボタン式信号機設置要望書＞ 

７月３１日（金）に PTA 全役員会が開催されました。その際、役員の皆様に報告をしたところですが、川原小学

校運営協議会「見守る会」メンバー全員の連名で、6 月に大浦警察署長へ、次ページの「川原公園前バス停」横

横断歩道への押しボタン式信号機設置要望書を提出いたしました。要望が実現することを願っているところです。 

令和８年９月１日（火） 

長崎市立川原小学校 
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9日（水）地域学校保健委員会、１３:30頃全校下校 

14日（月）１～４年プール学習開始予定日 

28日（月）クラブ活動 

 



貴署におかれましては、日頃より川原小学校区の安全な交通環境づくりのため多大なご尽力をいただき、深く

感謝申し上げます。 また、当該地域におきましては、これまでに行政および貴署のご配慮により、歩道の整備、歩

道へのガードレールの設置、さらにはスクールゾーンの設定など、児童の安全のための様々な対策を講じていただ

きましたことに、地域住民・保護者一同、心より御礼申し上げます。 しかしながら、これらの手厚い安全対策を施し

ていただいた現在におきましても、児童をはじめとする歩行者が「道路を横断する際」の危険性については、依然

として解消されておりません。 

そこで私たちは、「川原公園前バス停」横の横断歩道におきまして、児童や地域住民が安全に横断できるよう、

押しボタン式信号機の設置を強く要望いたします。 

当該箇所は、子どもたちの安全な暮らしを脅かす非常に危険な状態にあります。主な理由は以下の通りです。 

1.これまでの対策の限界  

現在、歩道の拡幅やガードレールの設置により、歩行者が「歩道を歩く際」の安全性は向上いたしました。しかし、

いざ横断歩道を渡るとなると、スクールゾーンの注意喚起だけでは車両の進入や速度を抑制する決定的な効果

が得られておらず、道路を横断する際の危険に対しては、現在の対策だけでは効果がほとんど及んでいないのが

実情です。 

2.通学路および学校の近隣であること 

当該横断歩道は川原小学校のすぐ近くに位置しており、児童の主要な通学路および生活道路となっています。

日常的に「小学生だけで横断する」機会が非常に多い場所です。 

3.バス停の存在による危険性の増加 

横断歩道のすぐそばには川原公園前バス停留所があり、停車中のバスが死角となり、後ろから来た車両が横

断中の児童に気づくのが遅れるといった状況が度々発生しています。 

4.見通しの悪さと車両の過度な速度 

当該道路はカーブしていることにより、為石方面に向かう車線側から川原小学校側に横断しようとする歩行者

から見通しが悪い構造になっています。また、運転手からは、横断歩道に近寄らないと道路横断者がいることに気

づきにくい構造になっています。それにもかかわらず、横断歩道付近の道幅が広くなっているため、車両がスピード

を出したまま走行してくる傾向があります。 

5.児童を見守る大人の減少 

川原小学校は急激な児童数の減少によりすべての学級が複式学級となりました。ＰＴＡの家庭数も大幅に減少

し、今年度（令和 8 年度）より、何十年も続いて組織されていた川原小学校区交通安全母の会が無くなり、保護

者による横断歩道を渡る児童の見守りがなくなりました。また、4年前と比べ川原小学校の職員数は 4名減となり

ました。学校自体に職員が手薄な中、朝の立哨に職員を配置することが困難となっています。加えて、令和 8 年 5

月に、勤務時間外の朝の時間の立哨は、学校以外が担うべき業務であると市教委から示されました。見守る大人

が減少しており、児童の安全の確保がさらに困難になっています。 

 以上のように、現在の状況は「小学生だけで横断することが多い」にもかかわらず、「見通しが悪く、車がスピ

ードを出しやすい」という、いつ重大な人身事故が起きてもおかしくない悪条件が重なっております。 子どもたち

が悲惨な交通事故に巻き込まれるのを未然に防ぎ、安心して学校に通える環境を作るためには、押しボタン式信

号機の設置による安全確保が不可欠であると考えます。 地域の切実な願いをご理解いただき、早期に信号機を

設置していただけますよう、心よりお願い申し上げます。  


